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2015 年からは熊本学園大学でも LMS の 1 つである manaba 2）を全学的に導入したことを契機
に、経済学部では必修科目である「経済学入門」、「ミクロ経済学入門」、「マクロ経済学入門」
等で manaba を活用することになった。本稿では、筆者が担当している「経済学入門」、「マク




これまで私が担当した、経済学入門（2017 年度春学期）、マクロ経済学入門 I（2016 年度秋








る 4）。1 時間半の 1 回の講義用のパワーポイントスライドの枚数は 20 枚程度に抑える。講義
ノートの公開と同時に manaba のコースニュースで受講生に一斉メールを配信し、事前に講義
ノートに目を通すことを促す。（2）講義の終了間際 5 分から 10 分の間に manaba の小テストを
実施する。学生は手許のスマホから学内の WiFi 網を通して manaba に入り、解答を送る。問題
2）　manaba は（株）朝日ネットが提供する LMS サービス。オープンソース LMS としては Moodle（ムード
ル）や Xoops（ズープス）などがある。Tomei and Sakai（2011）や Iitaka（2013）を参照。
















こと）。（3）講義後にはその日のうちに 6）学生に講義内容のまとめを manaba のレポートコー
ナーに提出させる。レポートは書式を決めて、箇条書きではなく文章をかかせるようにしてい





























を問う問題が多い。ちなみに総合成績は学期末試験 6 割、manaba 等を 4 割で計算している。
3．学生の利用状況
筆者が担当した 2016 年度と 2017 年度の講義科目における学生の manaba の利用状況を概観
しておこう。経済学入門だけが 2017 年度であり、その他は 2016 年度である。経済学入門とマ
クロ経済学入門 I は 1 年次対象の必修科目であり、その他は選択科目である。国際経済論 II は
2 年生以上の対象科目、パソコノミクスは 3 年生以上対象の科目であり、受講生についての重
複はない。パソコノミクスはパソコン演習室で行う科目のため、他の科目と比べると平均ペー
ジビュー（PV）は高くでている。経済学入門の最小ページビューが他に比較して高いのは、
manaba 導入 3 年目ということもあり、ほとんどの学生にこのシステムが広く認知されてきた
ものと推察される。
表 1　学生の利用状況
履修生 総ページビュ （ーPV） 最大 PV 最小 PV 平均 PV 小テスト提出率 レポート提出率
経済学入門  69 45,667 1,736 114 662 95.4 79.4
マクロ経済学入門 I  82 36,685 1,155   5 453 88.1 57.5
国際経済論 II 170 72,167 1,182   3 443 98.4 74.4
パソコノミクス  60 45,894 1,461   4 778 99.2 73.2
（注）経済学入門とマクロ経済学入門 I は必修。小テストは授業時間中に実施、レポートは授
業時間外に提出。
表 1 から、平均的な学生の manaba の利用を整理すると、以下のようになるだろう。学生は
manaba に 1 週間に約 30 回アクセスし 7）、授業内で実施する小テストはほとんどの学生が提出
7）　平均の PV 約 450、講義は 15 週、1 週間当たり約 30 回。次節のアンケート回答からは多くの学生は
manaba を利用するのは週のうち半分であるが、PV は各ページをクリックすると増加するので、1 週間
に 30 回 manaba を訪問するという意味ではない。
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manaba の利用度であるが、最も多いのが週 2 ～ 3 回利用する学生（36％）であり、次が週
のうち半分利用する学生（23％）であるが、ほぼ毎日利用する学生（12％）も結構いる。ほと
んどの学生は少なくとも週 1 回は利用しているが、週 1 回利用する学生はおそらく講義ノート
のダウンロードであろうと推察される。














学生も含めれば約 8 割の学生は manaba のこの機能を活用している。紙ベースのレポートが到
底太刀打ちできない LMS の利点といえよう。



















象となるクラスの学生もランダムに選ぶ必要がある。今回は manaba 導入により、manaba が提
供する主なサービスが最終的には学期末試験に効果的であったかを検証することにする。取
り上げた manaba が提供する主なサービスは、小テスト、レポート、それと学生による manaba
へのアクセス数（ページビューの数）の 3 点である。
manaba を利用するとき、筆者が重視しているのは、学生がどれだけ manaba の各ページを見
ているのか、小テストを受けているか、レポートを毎回提出しているかの 3 点である。manaba
の利用は学生によるページビューで判断し、小テストは毎回クラス内で実施する合計 15 回の
小テストの点数（1 回 5 点満点）で、レポートは毎回クラス時間外に提出してもらうレポート






基づいて出席率を把握した。期末試験は通常の紙ベースで行う 1 時間の試験（100 点満点）で
ある。
































出席率 ページビュー 小テスト レポート 期末試験
出席率 1
ページビュー 0.43 1
小テスト 0.71 0.43 1
レポート 0.54 0.66 0.65 1
期末試験 0.54 0.32 0.62 0.56 1
マクロ経済学入門 I
出席率 ページビュー 小テスト レポート 期末試験
出席率 1
ページビュー 0.53 1
小テスト 0.56 0.66 1
レポート 0.40 0.84 0.61 1
期末試験 0.46 0.41 0.54 0.42 1
国際経済論 II
出席率 ページビュー 小テスト レポート 期末試験
出席率 1
ページビュー 0.59 1
小テスト 0.71 0.59 1
レポート 0.58 0.76 0.67 1




定数項 出席率 ページビュー 小テスト レポート
回帰係数 –1.265 0.178 –0.005 0.334* 0.087*
t値 –0.14 1.331 –0.952 2.145 2.286
p値 0.889 0.188 0.345 0.036 0.026
決定係数 =0.41，NOB=69 * は 5％水準で有意
マクロ経済学入門 I
定数項 出席率 ページビュー 小テスト レポート
回帰係数 0.815 0.215* –0.008 0.472** 0.063
t値 0.125 2.201 –0.633 2.80 0.797
p値 0.901 0.031 0.529 0.007 0.428
決定係数 =0.33，NOB=75 ** は 1％水準、* は 5％水準で有意
国際経済論 II
定数項 出席率 ページビュー 小テスト レポート
回帰係数 14.732* –0.048 0.005 0.789** 0.054
t値 2.03 –0.414 0.531 4.019 1.187
p値 0.044 0.680 0.596 0.000 0.237










義内容のまとめで判断した文章力、（5）学期末試験、の 5 つの観点を 5 段階で評価すると、4
つの類型に分類できることがわかった（図 2）。
タイプ A と B は講義への出席率も manaba の利用もよく、試験の結果もよいが、タイプ A
は基礎力が若干弱いグループであり、タイプ B は文章力に若干難があるグループである。A
と B はいわば manaba の利用という点からすれば比較的理想に近い類型である。それに対して
タイプ C と D は出席率はよいが、manaba の利用はそれ程積極的ではないグループである。C












は育成することはできない。C や D のタイプの学生が、基礎力の向上や文章力を磨くために、
manaba をさらに一層利用するように仕向けるにはどうするかが我々にとっての課題である。
7．manaba の利点と制約
3 年間 manaba を講義やコンピュータの実習や演習（ゼミ）に利用した経験を踏まえて、
manaba の長所と短所を整理しておこう。


















以上のような利点に対して、manaba の制約ないし弱点もいくつか存在する。第 1 は登録動
画のファイルサイズの上限が 50MB と小さいことである。経済学部では経済学入門やミクロ・
マクロ経済学入門の基本科目について教員自ら解説の動画を作成し、manaba で公開している
が、ファイルサイズの上限もあり、動画 1 つの長さは 3 分～ 5 分以内で収めざるをえない。圧


















































3．1 週間のうち 2、3 回は利用した。
4．1 週間のうち 1 回は利用した。
5．1 週間のうちほとんど利用しなかった。


































































9 月 21 日（木）WS の課題提出です。下の書式をコピーして、解答欄にペーストし、オンライ
ンで提出してください。
締め切りは 9 月 22 日（金）昼 12 時です。締め切りをすぎると提出できなくなります。
­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­
マクロ経済学入門 I ワークシート（笹山）
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Economics Educatuon and the LMS: The Analysis of its 
Effects on Economics Education
Kumamoto Gakuen University has introduced a cloud based LMS 
(Learning Management System) “manaba” in 2015.  The Faculty of 
Economics is positively and profoundly using “manaba” system as a tool 
to educate Basic Economics, Introductory Microeconomics, Introductory 
Macroeconomics and so on.  In this article we investigated the educational 
effects of introducing LMS on economics education.  As a result, we found 
that a manaba’s quiz function is an effective tool to raise the score of term 
examinations.  Secondly, we found the strong correlations between the 
writing scores and the students who aggressively use the manaba system.
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